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【建築基準法第 48 条ただし書き許可の手続きの流れ】 

許可申請者（建築主） 特定行政庁（岩 手 県）

許可通知書 ⑧許 可

⑨確認申請手続き

⑤公 聴 会（公開による意見の聴取）

②許可申請書受付・審査

①許可申請書書作成・提出

・所管市町村提出

・所管消防部局経由

・所管県公所経由

公聴会における意見対応・調整（意見があった場合）

③公聴会開催手続き

・開催案内送付

④公聴会の公告

⑥建築審査会

審査会諮問決定・開催調整

申請図書の調整

審査会資料作成

不許可

不同意⑦同 意
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関係法令抜粋資料 

１.第 1種中高層住居専用地域内における建築物等の規制

【建築基準法】 

（用途地域等） 

第 48 条［略］ 

２［略］ 

３ 第一種中高層住居専用地域内においては、別表第（は）項に掲げる建築物以外の建築物は、

建築してはならない。ただし、特定行政庁が第一種中高層住居専用地域における良好な住居の

環境を害するおそれがないと認め、又は公益上やむを得ないと認めて許可した場合においては、

この限りでない。  

４～15［略］ 

15 特定行政庁は、前各項のただし書の規定による許可（次項において「特例許可」という。）

をする場合においては、あらかじめ、その許可に利害関係を有する者の出頭を求めて公開によ

り意見を聴取し、かつ、建築審査会の同意を得なければならない。 

16［略］ 

17 特定行政庁は、第 15 項の規定により意見を聴取する場合においては、その許可しようとする

建築物の建築の計画並びに意見の聴取の期日及び場所を期日の３日前までに公告しなければな

らない。 

別表第二（い）（は）項抜粋 

（い） 第一種低層住

居専用地域内

に建築するこ

とができる建

築物 

一 住宅 

二 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるもののうち政令

で定めるもの 

三 共同住宅、寄宿舎又は下宿 

四 学校（大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校を除く。）、図書館そ

の他これらに類するもの 

五 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 

六 老人ホーム、保育所、福祉ホームその他これらに類するもの 

七 公衆浴場（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和二 

八 診療所 

九 巡査派出所、公衆電話所その他これらに類する政令で定める公益上必要

な建築物 

十 前各号の建築物に附属するもの（政令で定めるものを除く。） 

（は） 第一種中高層

住居専用地域

内に建築する

ことができる

建築物 

一 （い）項第一号から第九号までに掲げるもの 

二 大学、高等専門学校、専修学校その他これらに類するもの 

三 病院 

四 老人福祉センター、児童厚生施設その他これらに類するもの 

五 店舗、飲食店その他これらに類する用途に供するもののうち政令で定め

るものでその用途に供する部分の床面積の合計が五百平方メートル以

内のもの（三階以上の部分をその用途に供するものを除く。） 

六 自動車車庫で床面積の合計が三百平方メートル以内のもの又は都市計

画として決定されたもの（三階以上の部分をその用途に供するものを除

く。） 

七 公益上必要な建築物で政令で定めるもの 

八 前各号の建築物に附属するもの（政令で定めるものを除く。） 
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【都市計画法】 

第９条［略］

２［略］ 

３ 第一種中高層住居専用地域は、中高層住宅に係る良好な住居の環境を保護するため定める地

域とする。 

（参考）用途地域内の建築物の用途制限の概要
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域

第
二
種
住
居
地
域

準
住
居
地
域

田
園
住
居
地
域

近
隣
商
業
地
域

商
業
地
域

準
工
業
地
域

工
業
地
域

工
業
専
用
地
域

白
地
地
域

住居、共同住宅、寄宿舎、下宿
兼用住宅のうち店舗、事務所等の部分が一定の規模以下のもの
幼稚園、小学校、中学校、高等学校
図書館等
神社、寺院、教会等
老人ホーム、身体障害者福祉ホーム等
保育所等、公衆浴場、診療所
老人福祉センター、児童厚生施設等 １） １） １）
巡査派出所、公衆電話所等
大学、高等専門学校、専修学校等
病院
二階以下かつ床面積の合計が１５０㎡以内の一定の店舗、飲食店等 ５）
二階以下かつ床面積の合計が５００㎡以内の一定の店舗、飲食店等 ５）
農業の利便増進に必要な店舗、飲食店等で当該用途部分が２階以下、かつ、
床面積の合計が５００㎡以下

５）

上記以外の店舗、飲食店 ２） ３） ４） ４） ４） ５） ４）
上記以外の事務所等 ２） ３）
ボーリング場、スケート場、水泳場等 ３）
ホテル・旅館 ３）
自動車教習所、床面積の合計が１５㎡を超える畜舎 ３）
マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所等 ４） ４） ４） ４）
カラオケボックス等 ４） ４） ４） ４） ４）
二階以下かつ床面積の合計が３００㎡以下の自動車車庫
集荷場等（農作物の生産集荷処理又は貯蔵施設、農業の生産資材の貯蔵施
設）
自家用倉庫で危険物を貯蔵しないもの（２階建て以下） ２） ３）
自家用倉庫で危険物を貯蔵しないもの（３階建て以上） ３）
営業用倉庫、３階以上又は床面積の合計が３００㎡を超える自動車車庫
（一定の規模以下の附属車庫等を除く）
客席部分の床面積の合計が２００㎡未満の劇場、映画館、演芸場、観覧場
客席部分の床面積の合計が２００㎡以上の劇場、映画館、演芸場、観覧場
劇場、映画館、演芸場、観覧場、店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝馬投票券
発売所、車券売場、勝舟投票券発売所に供する建築物でその用途に供する部
分の床面積の合計が１０，０００㎡を超えるもの
キャバレー、料理店、ナイトクラブ、ダンスホール等
個室付浴場業に係る公衆浴場等
作業場の床面積の合計が５０㎡以下の工場で危険性や環境を悪化させるおそ
れが非常に少ないもの
作業場の床面積の合計が１５０㎡以下の自動車修理工場
作業場の床面積の合計が１５０㎡以下の工場で危険性や環境を悪化させるお
そおそれがやや多いもの
日刊新聞の印刷所、作業場の床面積の合計が３００㎡以下の自動車修理工場
作業所の床面積の合計が１５０㎡を超える工場又は危険性や環境を悪化させ
るおそれがやや多いもの
危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させるおそれがある工場
火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、処理の量が非常に少ない施設 ２） ３）
火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、処理の量が少ない施設
火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、処理の量がやや多い施設
火薬類、石油類、ガス等の危険物の貯蔵、処理の量が多い施設

建てられる用途
建てられない用途

１）一定規模以下のものに限り建築可能

２）当該用途に供する部分が２階以下かつ１，５００㎡以下の場合に限り建築可能

３）当該用途に供する部分が３，０００㎡以下の場合に限り建築可能

４）当該用途に供する部分が１０，０００㎡以下の場合に限り建築可能

５）物品販売店舗、飲食店が建築禁止
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建築計画概要 

１ 申請者住所氏名 

盛岡市内丸 10 番１号 

岩手県知事 達増 拓也 

２ 敷地の位置等 

(1)地名地番 紫波郡矢巾町大字南矢幅第９地割地内

(2)敷地面積 6,581.16 ㎡

(3)用途地域 第１種中高層住居専用地域

(4)防火地域等 都市計画区域内、防火指定なし、法第 22 条指定区域（屋根不燃）

３ 建築物の概要 

① 計画建築物の用途及び構造等

用 途 体育館又はスポーツの練習場 

構 造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造２階建 

延べ床面積 3,397.70 ㎡ 

最高の高さ 13.70ｍ 

② 計画建築物棟数 １棟 

③ 建ぺい率 40.26％ 

④ 容積率 51.62％ 
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② ② ② ②

GNSS-U1

GNSS-U2

T4

丸環丸環丸環丸環

丸環

丸環

丸環

1
1
5

1
1
5

1
1
5

1
1
5

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
5

1
1
5

1
1
0

1
1
5

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

 
11

0

 
1
10
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磁北

A-016

１階平面図

1/200(A1)
1/400(A3)

▼みなし境界

▼みなし境界

※移設

真北：8.24°

町
道

 
田

中
7
号

線
 
道

路
中

心
線

町
道

 
田

中
縦

道
線

 
道

路
中

心
線

町道 砂子田線 道路中心線

スロープ1

(建築基準法第42条1項1号）

(
建

築
基

準
法

第
4
2条

1
項

1
号

）

(
建

築
基

準
法

第
4
2
条

1
項

1
号

）

階段1
ｻﾌﾞ

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ボクシング場

トレーニング室

PS
1-1

EPS
1-1

PS
1-2
EPS

1-2
EV

WC1-2
HWC1-1

WC1-1

SK

器具庫1-1 器具庫1-2 器具庫1-3

器具庫1-4

機械室消火
ポンプ

アリーナ

屋外
倉庫

ボルダリング

スロープ2

屋外階段2

スペース

多目的スペース

屋外階段3
室

屋外階段4

ロビー1-1

屋外階段1

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

設計番号

工事名称

作成日 縮尺

2024.03

△隣地境界線

▽
道

路
境

界
線

▽道路境界線 ▽
道
路
境
界
線

▽
隣

地
境

界
線

K74 C89

K108

K109

K119

K232

K397

K514

2.458

1.191

K450

K231

K75

K386

K107

57.861

50
.0
22

2.
99
2

55.720 2.452

67.207

63.185
3.097

49
.9 44

8.680

3
.019

46
. 871

YK569

YK580

K380

YR584

YK571

131.518

47
.769

2.118

134.1322
.0
99

4
.0
00

【KBM】No.1

▼5.0m 日影規制ライン

▼10.0m 日影規制ライン

X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y8

Y7

Y7a

1
2,

0
00

5
,
0
00

7,000

12,000

32,50025,222

24,00045,000

69,800

800

5,700 6,000 6,000 9,000 3,0005,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700

3
7,

0
00

3
7,

0
00

7
,
0
00

5,
0
00

5
,0

0
0

5
,
0
00

5
,0

0
0

5
,
00

0
5
,0

0
0

2,
8
25

4
,
1
75

5
,
00

0
9
,2

4
9

105.995

3ｍ延焼ライン（1F）

5ｍ延焼ライン（2F）

スロープB

1/12勾配
利用者駐車場

駐車スペース

駐車スペース
マイクロバス

(15台)

(10台)

管理者用

(4台)

スロープA

1/12勾配

雨水貯留浸透施設
(埋　設）

ガードパイプ
（H1.1m)

公設桝
(別途工事)

構内通路

3
2,

0
0
0

44,000

2,000 2,00040,000

20
,
0
00

6,
0
0
0

6,
0
0
0

2,
0
0
0

8
,
0
00

1/12勾配 -10
1FL

740
1FL+

780
1FL+

【KBM】No.0=106.042

誘導ブロック3

1FL+875

1FL=KBM+800(106.842)

1/12勾配

管理用フェンス

安全マット

ボルダリング

リング

軒先

手洗い

手洗い

展示棚

冷水器

1FL±0

床下換気口（別途工事）

ベンチベンチベンチベンチベンチベンチ

棚

棚

サンドバック
取付梁

ウォール

下足箱

1FL-500

H=1100
手摺

H=900
手摺

手摺H=850

手摺H=850

手摺H=1100

手摺H=900

誘導ブロック2
手摺H=1200

KBM+180

KBM+1,408

KBM+110

KBM+1,408

KBM+70

KBM+1,308

KBM+40

KBM+1,308

KBM+300

KBM+1,460

KBM+290

KBM+40
KBM±0

KBM+100KBM+220

KBM+1,570KBM+1,580 KBM+1,580KBM+1,580KBM+1,550KBM+1,560

KBM+300

KBM+300

KBM+300

KBM+20

KBM-72

KBM+40

KBM+300

KBM±0

KBM+1,300 KBM+1,168

KBM-50

KBM+1,258

KBM-40

消

消

消

消

消

消

AED

消 消

N N N

歩
車

道
縁

石

歩道

歩道

L
型

外
渠

L型
外

渠

L型外渠

L型外渠

歩車道縁石

階段

可変側溝B300

可変側溝1900×2000

（As）

可変側溝B300

L型B-70
L型B-70

歩車道縁石

P
U
側

溝
3
00

L
型

B-
7
0

L型B-100

PU側溝300 PU側溝400

PU側溝300

可変側溝B300 可変側溝B300

PU
側

溝
3
0
0

用水路

P
U
側

溝
3
00

441

440

439

438 437 436 435 434 433 432
431

430

520

519

503

507

513

428

1-4

1-1

56-2 156-1
184-1 172-1

下谷地線
（As）

L型
外
渠

L型
外
渠

歩車道縁石

用悪水路
720㎡

紫波郡矢巾町

用悪水路
406㎡

紫波郡矢巾町

グラウンド

L型B-70

78-1

樋１：アルミタテ樋 125□ バンドレスタイプ 角型

ルーフドレイン（縦引き用）SUS製ドレインカバー付

床点検口 □-600×600 管理用フェンス H2,500片開戸W1,140)

床下換気口A □-1,000×200

屋内消火栓(消火器併設型)

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(壁掛け型)

タラップ（背カゴ付）

視覚障害者誘導用ブロック

KBM=106.042 ※1FL=KBM+800(106.842)

ファインフロア H=40

ﾕﾆｵﾝUFB-1F-3026-PWH同等

ﾕﾆｵﾝUFB-6A-3003H-ARD同等樋２：アルミタテ樋 100φ バンドレスタイプ 丸型

樋３：アルミタテ樋 75□ バンドレスタイプ 角型

(2F:2ヶ所)

※機械設備工事

ルーフドレイン（横引き用）

現況地盤レベル(KBM±0からの数値)

計画地盤レベル(KBM±0からの数値)

床下換気口B □-1,000×150(別途機械設備工事）

消火器ボックス(屋外型) ﾕﾆｵﾝUFB-3S-826-HLN同等 (1F:2ヶ所,RF:1ヶ所)

※消火器本体は別途工事

丸環（屋根2：7ヶ所）

ﾏﾝﾎｰﾙ(鋳鉄型 防水防臭型) φ600 RD

消

消

KBM

①

②

③

RD

○○○

○○○

消

丸環 (1F:6ヶ所,2F:2ヶ所)

機械基礎リスト(1階)

1,800×1,600×200① 1

記号 箇所寸法(W×D×H)部屋名

消火ポンプ室

3,600×1,800×200② 11機械室

①

②

①

①

② ② ② ② ② ②

② ② ② ② ②

②②

①

GNSS-U1

GNSS-U2

T4

8



磁北

A-017

２階平面図

1/200(A1)
1/400(A3)

真北：8.24°

管理事務室

研修室1

研修室2

WC2-1

WC2-2

PS
2-1

EPS
2-1

PS
2-2
EPS

2-2EV

エントランス

更衣室2-1

ギャラリー

ロビー2-1

倉庫2-2

階段1

屋外階段1

屋根4

アリーナ
(上部)

自販機
コーナー

倉庫
2-1

メイン

収納

キャットウォーク

HWC
2-1

屋外階段4

更衣室
2-2

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

設計番号

工事名称

作成日 縮尺

2024.03

X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y8

Y7a

24,00045,000

71,300

800

5,700 6,000 6,000 9,000 3,0005,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700

1,500

3
7,

0
00

3
9
,1

2
5

7
,
0
00

5,
0
00

5
,0

0
0

5
,
0
00

5
,0

0
0

5
,
00

0
5
,0

0
0

2,
8
25

4
,
1
75

80
0

1
,3

2
5

5ｍ延焼ライン（2F）

手摺
誘導ブロック2

誘導ブロック3

水勾配

水勾配1/50
笠木2

軒先

コーナー

給湯

壁面折畳式
バスケットゴール

下足箱

1/50

防球ネット

防球ネット

防球ネット

側溝

埋込式担架

パンフレット架
+ベンチ

カウンター

ベンチ

手摺

手摺

手摺

ベンチ

ベンチ

ベンチ

笠木3-③

笠木3-④

笠木2

手摺

笠木3-③笠木2 笠木3-③ 笠木3-③ 笠木3-③

水勾配1/50

笠木2

水勾配1/50

笠木2

水勾配1/50

笠木2

誘導ブロック2

笠木3-⑤

笠木3-③ H=900
手摺

H=850
手摺

H=1200
手摺

手摺H=1200

階段2

RD

RD(中継)

RD

RD

RD(中継)
RD(中継)

RDRD RD RD RD

消

消

消

消

AED

ポスト

樋１：アルミタテ樋 125□ バンドレスタイプ 角型

ルーフドレイン（縦引き用）SUS製ドレインカバー付

床点検口 □-600×600 管理用フェンス H2,500片開戸W1,140)

床下換気口A □-1,000×200

屋内消火栓(消火器併設型)

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(壁掛け型)

タラップ（背カゴ付）

視覚障害者誘導用ブロック

KBM=106.042 ※1FL=KBM+800(106.842)

ファインフロア H=40マンホール(鋳鉄型 防水防臭型) φ600

ﾕﾆｵﾝUFB-1F-3026-PWH同等

ﾕﾆｵﾝUFB-6A-3003H-ARD同等樋２：アルミタテ樋 100φ バンドレスタイプ 丸型

樋３：アルミタテ樋 75□ バンドレスタイプ 角型

(2F:2ヶ所)

※機械設備工事

ルーフドレイン（横引き用）

現況地盤レベル(KBM±0からの数値)

計画地盤レベル(KBM±0からの数値)

床下換気口B □-1,000×150(別途機械設備工事）

消火器ボックス(屋外型) ﾕﾆｵﾝUFB-3S-826-HLN同等 (1F:2ヶ所,RF:1ヶ所)

※消火器本体は別途工事

丸環（屋根2：7ヶ所）

RD

消

消

KBM

①

②

③

RD

○○○

○○○

消

丸環 (1F:6ヶ所,2F:2ヶ所)

③

③

③

③

③

③

② ② ② ② ② ②

② ② ② ② ②
②

②

9



屋根伏図1

屋根伏図2

真北：8.24°

アリーナ
(上部)

屋根1

室外機置場

▽外壁芯

△外壁芯

△
外

壁
芯

屋根2

屋根3

A-017

1/200(A1)
1/400(A3)

階段2

磁北

A-018

屋根伏図

1/200(A1)
1/400(A3)

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

設計番号

工事名称

作成日 縮尺

2024.03

X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y8

Y7

24,00045,000

71,300

800

5,700 6,000 6,000 9,000 3,0005,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700

1,500

3
7,

0
00

3
9
,1

2
5

7
,
00

0
5
,0

0
0

5
,
00

0
5,

0
00

5
,0

0
0

5
,
00

0
5,

0
0
0

2
,
8
25

4
,
17

5

8
0
0

1
,
32

5

720 750

6
65

8
4
5

3
7
,0

0
0

39
,
1
25

7,
0
00

5
,
00

0
5,

0
00

5
,0

0
0

5
,
00

0
5,

0
0
0

5
,
00

0

2,
8
2
5

4,
1
75

80
0

1,
3
2
5

水勾配1/50

水
勾

配
1
/
50

太陽光パネル
（別途電気設備工事）

ハト小屋1

ハト小屋2

消音ルーバー
H4.0m

笠木2

受変電設備

トラス下弦材

RFL±0

トラス上弦材
（上部）

防球ネット

防球ネット
（取付補強材）

防球ネット
（取付補強材）

防球ネット

防球ネット

側溝

テレビアンテナ
(別途電気設備工事)

笠木3-①

タラップ
(背かご付)

トップライト

笠木3-②

水勾配
1/50

水勾配1/20

水勾配1/20

笠木1

笠木2

側溝

側溝

タラップ
(背かご付) ハト小屋1屋根

ハト小屋2屋根

RDRD

RD RD RD RD RD RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

RDRDRDRD

RD RD RD RD

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

⑪

⑪

⑫

⑫

⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

⑬

⑬

⑬ ⑬ ⑬ ⑬

⑬

⑬

⑬
⑬⑭

⑭

⑭

⑭

⑭

⑭

⑭⑭⑭

⑮
⑮ ⑮ ⑮ ⑮⑮

⑯

⑯

⑯

⑯

⑯

⑯

⑯

⑱

⑰ ⑰

⑰ ⑰

⑰ ⑰

⑰ ⑰

⑰ ⑰

⑰ ⑰

⑯

⑳ ⑳

⑫

⑫

⑫

1,400×  500×1,200⑩ 6

1,400×  400×1,200⑪ 2

 600×  600×1,250⑫ 6

 600×  200×820⑬ 14

室外機置場

屋根1

 600×  200×820⑭ 9

 600×  200×820⑮ 6

 900×  200×820⑯ 8

 500×  500×650⑰ 12

室外機固定用 構造図 H-250×250×9×14(SS400)

+ 溶融亜鉛メッキ鉄骨部材

機械基礎リスト(屋上)
記号 箇所寸法(W×D×H)部屋名

 500×  500×750⑱ 1

 900×  200×1,020⑲ 2

 450×  450×820⑳ 2

※寸法HはRFLからの基礎天端高さを示す。

1,200×  200×820 2

 800×  200×820 2

参照

構造図

参照

⑲

⑲

21

2221

22

21

22

丸環丸環丸環丸環

丸環

丸環

丸環

H=1200
手摺

▽
外

壁
芯

② ② ② ②

② ② ② ②

樋１：アルミタテ樋 125□ バンドレスタイプ 角型

ルーフドレイン（縦引き用）SUS製ドレインカバー付

床点検口 □-600×600 管理用フェンス H2,500片開戸W1,140)

床下換気口A □-1,000×200

屋内消火栓(消火器併設型)

消火器ボックス(埋込型)

消火器ボックス(壁掛け型)

タラップ（背カゴ付）

視覚障害者誘導用ブロック

KBM=106.042 ※1FL=KBM+800(106.842)

ファインフロア H=40マンホール(鋳鉄型 防水防臭型) φ600

ﾕﾆｵﾝUFB-1F-3026-PWH同等

ﾕﾆｵﾝUFB-6A-3003H-ARD同等樋２：アルミタテ樋 100φ バンドレスタイプ 丸型

樋３：アルミタテ樋 75□ バンドレスタイプ 角型

(2F:2ヶ所)

※機械設備工事

ルーフドレイン（横引き用）

現況地盤レベル(KBM±0からの数値)

計画地盤レベル(KBM±0からの数値)

床下換気口B □-1,000×150(別途機械設備工事）

消火器ボックス(屋外型) ﾕﾆｵﾝUFB-3S-826-HLN同等 (1F:2ヶ所,RF:1ヶ所)

※消火器本体は別途工事

丸環（屋根2：7ヶ所）

RD

消

消

KBM

①

②

③

RD

○○○

○○○

消

丸環 (1F:6ヶ所,2F:2ヶ所)

消

10



東側立面図

北側立面図 南側立面図

西側立面図

※KBM＝【KBM】No.0 = 106.042

利用者駐車場
スロープA スロープB

屋外階段3

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

砂子田線

町道

歩道

屋外階段4

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

砂子田線

町道

歩道

暗渠
(用悪水路)

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

田中縦道線

町道

利用者駐車場
スロープA

水路
スロープB 屋外階段3

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

屋外
階段1

屋外階段3
スロープ2

屋外階段4

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

設計番号

工事名称

作成日 縮尺

2024.03

A-026

立面図

1/200(A1)
1/400(A3)

不来方高校
グラウンド

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

33,300 25,230

24,000 45,000

69,000

5,7006,0006,0009,0003,000 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,700

X13 X12 X11 X10 X9 X8 X7 X6 X5 X4 X3 X2 X1

(K386まで) (K231まで)

33,30025,222

24,00045,000

69,000

5,700 6,000 6,000 9,000 3,0005,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700

X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

(YK569まで) (K386まで)

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

37,000

37,000

7,000 5,0005,0005,0005,0005,0005,000

Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1Y8 Y7Y7a

2,8254,175

37,000

37,000

7,0005,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

Y6Y5Y4Y3Y2Y1 Y8Y7 Y7a

2,825 4,175

(C89まで) (K569まで) (K386まで) (C89まで)

9,2495,0005,8589,249

外壁3
笠木1

笠木3

外壁1（リブ付）

笠木3

外壁1（リブ付）

外壁3

外部建具1外部建具1

EXP.J
樋2 樋2 樋2 樋2

樋2樋2樋2樋2樋2

樋2 樋2 樋2 樋2 樋2 樋2外壁1
外壁1

外壁4 外壁4 外壁4 外壁4

外部
建具2

外部
建具2

外部
建具2

外部
建具2

外壁3 外壁3

笠木2

外壁1(リブ付)

笠木2

外壁1(リブ付)
外部建具1

外部建具3

管理用フェンス H2,500

EXP.J

樋2 樋2 樋2 樋2

樋2

樋2

樋2

樋2

樋2

樋2

手摺3

外壁1

樋2 樋2 樋2 樋2

管理用フェンス H2,500

笠木3

外部樋2 外壁1
建具1

外壁3
笠木1

笠木3

外壁1（リブ付）

外壁1

EXP.J

笠木3

外壁1(リブ付)

外部建具3

笠木1、外壁3、EXP.J
消音ルーバー

笠木2

外壁1（リブ付）

外部建具1

外部建具1

笠木2

外壁1(リブ付)

外壁1

手摺2

（消音ルーバー後部）

樋3樋3樋3樋3樋3樋3

樋1樋1樋1

打継目地

誘発目地

外壁1

外壁1(リブ付)

外壁2

外壁3

外壁4

コンクリート化粧打ち放し仕上(A種) + コンクリート保護塗装(A)※カラークリア仕上げ

コンクリート化粧打ち放し仕上(A種)※化粧型枠 下見板風 H150 + コンクリート保護塗装(A)※カラークリア仕上げ

コンクリート化粧打ち放し仕上(A種) + コンクリート保護塗装(B)※クリア仕上げ

押出成形セメント版 W900 ヨコ張り( t=60）+ コンクリート保護塗装(B)※クリア仕上げ

押出成形セメント版 W900 タテ張り( t=60）+ コンクリート保護塗装(B)※クリア仕上げ

笠木1～3 アルミ製既製品 t=2.0（押出型材）

樋1

樋2

アルミタテ樋 125□ バンドレスタイプ 角型

アルミタテ樋 100φ バンドレスタイプ 丸型

樋3 アルミタテ樋 75□ バンドレスタイプ 角型

外部建具1

外部建具2

外部建具3

アルミサッシュ + 二次電解着色

アルミガラリ + 二次電解着色

スチールドア + DP消音ルーバー 消音ルーバー（ヨコ）アルミニウム合金押出形材+グラスウール H4,200@200

EXP.J アルミ製 （既製品）※耐火帯付

11



A-A'断面図

B-B'断面図 C-C'断面図

A A'

B

B'

C

C'

※KBM＝【KBM】No.0 = 106.042

田中縦道線

町道

利用者駐車場
スロープA

水路
スロープB

アリーナ

ギャラリー

ボクシング場 トレーニング室

研修室2

室外機
置場

ピット

ロビー2-1

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

砂子田線

町道

歩道歩道

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM 暗渠

(用悪水路)

砂子田線

町道

歩道

▽最高高さ

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽最高軒高

△平均地盤面
△KBM

アリーナ

ギャラリー

機械室

ピット

ボクシング場 ボルダリング

エントランス更衣室2-1 更衣室2-2 ロビー2-1

階段2

メイン

WC
1-1

WC
1-2 スペース

ピット ピット ピット

室外機置場

ピット

屋外階段4

断面図

1/200(A1)
1/400(A3)

A-027

▽
道

路
境

界
線

△
隣

地
境

界
線

▽
道

路
境

界
線

△
隣

地
境

界
線

▽
道

路
境

界
線

△
隣

地
境

界
線

不来方高校
グラウンド

岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築(建築)工事

凡　

例

種別

通し番号

図面名

設計番号

工事名称

作成日 縮尺

2024.03

X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1Y8 Y7Y7a Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1Y8 Y7Y7a

33,30025,222

24,00045,000

69,000

5,700 6,000 6,000 9,000 3,0005,6005,6005,6005,6005,6005,6005,700

720 750

(K386まで)(YK569まで)

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

1,325

1
3
,
7
0
0

5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
5
0
1
,
8
5
0

5
0
0

1
1
,
8
5
0

4
,
2
0
0

3
0
0

37,000

37,000

7,000 5,0005,0005,0005,0005,0005,000

2,8254,175

37,000

37,000

7,000 5,0005,0005,0005,0005,0005,000

2,825

800

(C89まで) (K386まで) (C89まで) (K386まで)

845 665

9,249 5,0005,0009,249
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別添様式 

建築基準法第 48 条第３項の規定に基づく公開による意見の聴取に係る意見と申請者の対応等及び県の検討結果 

整理

番号 
意見の内容 申請者の対応・見解 

１ 

1-①位置を住宅地から離して、高さももう少し低くしてほしい。 R5.8.23 の第 2回住民説明会（以下「説明会」という。）時点の計画に比べ、東側通路幅を広く（4.8m 程度

を想定→6.4m）し、北側からの離れを大きく（16.3m 程度を想定→23.7m）したことから、その分住宅地側か

ら離す計画に見直しましたが、ご意見にさらに応えるため、東側道路の幅員をさらに 2m 広げ（6.4m→8.4m）、

グラウンド側に寄せる計画とします。 

また、体育館の最高高さは、説明会に提示した計画の高さ（住宅地道路からの見えかかり高さ 13m 程度を

想定）、及び既存体育館（第 1体育館最高高さ約 14m、第 2 体育館最高高さ約 17m）の高さに比べ、12.2m と低

い計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

なお、この高さは、アリーナに正式なハンドボールコートを確保するために最低限必要な高さとするもの

です。 

1-②南昌山などの山の眺望が失われるのは残念。 山の眺望について、一部の住民の皆様の住宅からの眺望を遮ることになりますが、最大限建物高さを低く

する計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

1-③計画への意見の反映結果と反映されなかった理由を示してほし

い。 

説明会等にいただいたさまざまな意見に対しては、「公開による意見の聴取」後の説明会により説明した内

容となります。 

1-④テニスコートと体育館の位置を逆にしてほしい。 既存テニスコートの敷地に体育館を建築すると、既存校舎の教室等への採光が著しく遮られることなどか

ら、位置を逆にすることはできないと考えているのでご理解いただけるよう説明しています。 

２ 

2-①景観など数値に表せないストレスがある。 景観法に基づき形態意匠を整備することはもちろん、住宅地に溶けもむシンプルな外観としており、外壁

等の色も住宅地の景観に合った落ち着いた色で、反射等による周辺の影響が生じないコンクリート打ち放し

のグレー色を基調とするなど、景観に配慮した設計としていることからご理解いただけるよう説明していま

す。 

2-②日影ができて雪が溶けにくくなる。除雪などの面でも悪影響。周

辺の雪かきなどサポートを希望。 

状況により、道路管理者と協議しながら、除雪、融雪剤散布等の検討を進めていきます。 

2-③できるだけ平らで低い建築物の建設場所にしてほしい。  現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチできる

などの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

2-④狭い敷地に建設しているように感じられるので、別の広い敷地に

駐車場を十分に確保しながら建設した方が良いのでは。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチできる

などの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

2-⑤若い人の溌溂とした声は、非常に活気があって良いと思うので、

個人的には防音対策は不要。 

 生徒の部活動等に対する肯定的な意見をいただきましたが、これまで様々なご意見をいただいていること

から、防音対策を行う計画としておりますのでご理解いただけるよう説明しています。 

３ 

3-①所管が違うかもしれないが、どこで問合せても分かるよう、行政

でお互いに情報共有をしてほしい。 

情報共有に努めます。 

3-②建設予定の柔剣道場や弓道場、テニスコートの敷地と交換できな

いか。 

 柔剣道場や弓道場、テニスコートの敷地に体育館を建築すると、既存校舎の教室等への採光が著しく遮ら

れることなどから、建設地の変更はできないと考えていますのでご理解いただけるよう説明しています。 

3-③マイクロバス昇降時の騒音のトラブル防止のため、マイクロバス

昇降場所や建物東側面に防犯カメラを設置してはどうか 

 現在、建物内部に５箇所の防犯カメラを設置予定ですが、マイクロバス昇降場所や建物東側面への設置に

ついても検討していきます。 
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3-④夜間照明が周辺に漏れない計画とのことだが、防犯面から明るさ

が必要。一般的な大きさの窓を希望。 

 防音対策を優先したいことから、極力窓を少なくする計画としています。敷地内の街灯は防犯対策の意味

からも 7 箇所設置する計画ですが、光害とならないよう、この街灯の消灯時間等を検討していくことを説明

しています。 

４ 

4-①環境影響評価など、考えられるリスクに分けて状況を調べてほし

い。 

 環境影響評価（環境アセスメント）は、開発行為がなく建築物を建築する事業における義務付けはないこ

とから行っておりませんが、たとえば、日照においては、建築基準法に定める１日に４時間日影になる部分

も敷地内に納まっています。 

 東側住宅地は、もっとも日影になる冬至で計算すると 14:30 過ぎから 16:00 頃までがこの体育館の日影に

なりますが、それ以外は日影になることはないと考えています。 

 北側住宅地は、同様に 8:00 過ぎから 8:30 頃までがこの体育館の日影になりますが、それ以外は日影にな

ることはないと考えています。 

環境要素の範囲である、大気環境（大気質、騒音、振動、その他）、水環境（水質、底質、地下水、その他）、

土壌環境その他の環境（地形・地質、地盤、土壌、その他）、生物の多様性の確保及び自然環境の体系的保全、

植物、動物、生態系、人と自然との豊かな触れ合い、景観、触れ合い活動の場、環境への負荷、廃棄物等、温

室効果ガス等、先に説明した以外の評価についても、大きな問題となることはないと考えています。 

※参考

宅地造成事業の場合は、100ha 以上の開発行為等の事業の場合に、あらかじめその事業の実施が周辺の環境

にどのような影響を及ぼすかについて、事業者自らが調査・予測・評価を行い、その結果を公表して、県民や

知事・市町村長などの意見を聴きながら環境への影響をできるだけ少なくするための手続が必要です。 

4-②除雪が心配。建物が建設されると日照がどうなるか詳しく説明し

てほしい。 

 日照については前項で説明したとおりですが、除雪については、状況により、道路管理者と協議しながら、

除雪、融雪剤散布等の検討を進めていきます。 

５ 

5-③前回の工事説明から変更前後が分かる図面や、意見についてまと

めたものを提供してほしい。 

説明会等にいただいたさまざまな意見に対しては、「公開による意見の聴取」後の説明会により説明した内

容となります。 

5-④都市計画に基づく計画の場合、しっかりとした計画に基づき、住

民が納得できるような説明で、意見がまとめられたうえで進めてほし

い。 

 ご意見は真摯に受け止めています。至らない点が多々ありましたが、当該事業の実施についてご理解いた

だけるよう説明しています。 

5-⑤景観や日照はイメージで分かるようにしてほしい。 透視図、日影図を確認願います。 

5-⑥除雪など建設により生じる問題を検討し、サポートをしてもらう

と良いと思う。 

建設により生じる問題を検討し、対応についての検討を進めていきます。 

5-⑦少しでも静かにしてもらいたいので、テニスコートにするのは反

対。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチできる

などの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

６ 

6-①町民が使用しない曜日を教えてほしい。 週 1回の休館日、年末年始休暇等カレンダーに準じると想定していますが、検討を進めていきます。 

6-②防音対策を徹底してほしい。 建物内からの騒音は、空調設備を設け、窓を少なくするなどにより抑えられると考えています。 

空調機器からの騒音は「県民の健康で快適な生活を確保するための環境の保全に関する条例」の基準値内

に抑えるよう、シミュレーションにより検討した計画となっています。 

なお、壁の反射音による騒音等については、建物の建設が進み、壁などができた段階で検証を進めたいと
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考えています。 

７ 

7-①都市計画法第 9 条により、良好な住環境を保護しろという地域。

建物を建てるのは色々な面でよくない。建設可能な用途地域に建設す

るのが先決。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチできる

などの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

7-②お年寄りにやさしい環境とするため、敷地に桜を植え、憩いの場

としてほしい。 

敷地内にはヤマザクラ、シラカシを植える計画としています。 

7-③この場所に大きい体育館が建設されると、騒ぐ場所となりうるさ

い。 

 現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチできる

などの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

7-④交通量が多くなると、騒音や排気ガス、交通事故の増加が懸念さ

れる。 

 他の町営体育館等の状況から判断すると、一般利用の最大で 20 人～30 人程度の利用を想定しており、交

通量が過大に多くなるとは想定していません。 

7-⑤地盤が道路より低く、死角となり、迷惑行為（バイク、花火、た

ばこ）が発生している。 

 現在、建物内部に５箇所の防犯カメラを設置予定ですが、マイクロバス昇降場所や建物東側面への設置に

ついても検討していきます。 

8 
8-①建築物が高いと感じる。今まで見えていた山の眺望を確保してほ

しい。 

山の眺望について、一部の住民の皆様の住宅からの眺望を遮ることになりますが、最大限建物高さを低く

する計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

9 
9-①工事中の工事車両などは、できるだけ小さくしてほしい。  工事施工者が決まり次第、工事着手前に住民説明会を予定しており、工事中の状況などの説明を行う予定

です。 
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別添様式 

建築基準法第 48 条第３項の規定に基づく公開による意見の聴取に係る意見と申請者の対応等及び県の検討結果 

番号 分類 意見の内容 申請者の対応・見解 県の検討結果 

１ 景観 1-①位置を住宅地から離して、高さももう少し低くして

ほしい。 

R５．８．２３の第２回住民説明会（以下「説明会」という。）時点の計画に比べ、東側通路幅を広く（４．

８m程度を想定→6.4m）し、北側からの離れを大きく（16.3m 程度を想定→23.7m）したことから、その分住

宅地側から離す計画に見直しましたが、ご意見にさらに応えるため、東側道路の幅員をさらに 2m 広げ

（6.4m→8.4m）、グラウンド側に寄せる計画とします。 

また、体育館の最高高さは、説明会に提示した計画の高さ（住宅地道路からの見えかかり高さ 13m 程度

を想定）、及び既存体育館（第 1体育館最高高さ約 14m、第 2体育館最高高さ約 17m）の高さに比べ、12.2m

と低い計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

なお、この高さは、アリーナに正式なハンドボールコートを確保するために最低限必要な高さとするもの

です。 

許可に際して支障がないものと考え

ます。 

【補足】 

申請者は基本設計、公聴会開催後、詳

細設計を進めるなかで、段階的に、住宅

地の北及び東側の境界線からの距離を

広げ、セットバックした位置に変更し、

競技の特性から必要な天井高さの確保

は必要なものの住宅地からの高さを最

大限抑え、意見に配慮しております。日

影や高さの規制は建築基準法で規定さ

れており、意見に配慮した対応を行って

いること。 

1-②南昌山などの山の眺望が失われるのは残念。 山の眺望について、一部の住民の皆様の住宅からの眺望を遮ることになりますが、最大限建物高さを低く

する計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

2-①景観など数値に表せないストレスがある。 景観法に基づき形態意匠を整備することはもちろん、住宅地に溶けもむシンプルな外観としており、外

壁等の色も住宅地の景観に合った落ち着いた色で、反射等による周辺の影響が生じないコンクリート打ち

放しのグレー色を基調とするなど、景観に配慮した設計としていることからご理解いただけるよう説明し

ています。 

5-⑤景観や日照はイメージで分かるようにしてほしい。 透視図、日影図を確認願います。 

8-①建築物が高いと感じる。今まで見えていた山の眺望

を確保してほしい。 

山の眺望について、一部の住民の皆様の住宅からの眺望を遮ることになりますが、最大限建物高さを低

くする計画に見直したことからご理解いただけるよう説明しています。 

２ 敷地

選定 

1-④テニスコートと体育館の位置を逆にしてほしい。 既存テニスコートの敷地に体育館を建築すると、既存校舎の教室等への採光が著しく遮られることなど

から、位置を逆にすることはできないと考えているのでご理解いただけるよう説明しています。 

許可に際して支障がないものと考えま

す。 

【補足】 

敷地の選定には、町民の利用のしやす

さ、校舎から生徒が移動できる動線の確

保、体育施設が整備可能な敷地規模と形

状・土地の取得のしやすさが必要なこと

から、町の中心部で多くの町民がアクセ

スしやすく、学校の敷地に隣接した当該

敷地に計画をしていること。 

2-③できるだけ平らで低い建築物の建設場所にしてほし

い。 

 現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチでき

るなどの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

2-④狭い敷地に建設しているように感じられるので、別

の広い敷地に駐車場を十分に確保しながら建設した方が

良いのでは。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチでき

るなどの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

3-②建設予定の柔剣道場や弓道場、テニスコートの敷地

と交換できないか。 

 柔剣道場や弓道場、テニスコートの敷地に体育館を建築すると、既存校舎の教室等への採光が著しく遮

られることなどから、建設地の変更はできないと考えていますのでご理解いただけるよう説明しています。 

5-⑦少しでも静かにしてもらいたいので、テニスコート

にするのは反対。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチでき

るなどの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

7-①都市計画法第 9 条により、良好な住環境を保護しろ

という地域。建物を建てるのは色々な面でよくない。建

設可能な用途地域に建設するのが先決。 

現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチでき

るなどの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 

7-③この場所に大きい体育館が建設されると、騒ぐ場所

となりうるさい。 

 現不来方高等学校の敷地と隣接し、生徒、教職員らが校舎から道路を横断することなくアプローチでき

るなどの理由により、建設地を選定していますのでご理解いただけるよう説明しています。 
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３ 環境 4-①環境影響評価など、考えられるリスクに分けて状況

を調べてほしい。 

 環境影響評価（環境アセスメント）は、開発行為がなく建築物を建築する事業における義務付けはないこ

とから行っておりませんが、たとえば、日照においては、建築基準法に定める１日に４時間日影になる部分

も敷地内に納まっています。 

 東側住宅地は、もっとも日影になる冬至で計算すると 14:30 過ぎから 16:00 頃までがこの体育館の日影

になりますが、それ以外は日影になることはないと考えています。 

 北側住宅地は、同様に 8:00 過ぎから 8:30 頃までがこの体育館の日影になりますが、それ以外は日影に

なることはないと考えています。 

環境要素の範囲である、大気環境（大気質、騒音、振動、その他）、水環境（水質、底質、地下水、その

他）、土壌環境その他の環境（地形・地質、地盤、土壌、その他）、生物の多様性の確保及び自然環境の体系

的保全、植物、動物、生態系、人と自然との豊かな触れ合い、景観、触れ合い活動の場、環境への負荷、廃

棄物等、温室効果ガス等、先に説明した以外の評価についても、大きな問題となることはないと考えていま

す。 

※参考

宅地造成事業の場合は、100ha 以上の開発行為等の事業の場合に、あらかじめその事業の実施が周辺の環

境にどのような影響を及ぼすかについて、事業者自らが調査・予測・評価を行い、その結果を公表して、県

民や知事・市町村長などの意見を聴きながら環境への影響をできるだけ少なくするための手続が必要です。 

許可に際して支障がないものと考えま

す。 

【補足】 

騒音については、建物外での活動は小

規模なボルダリングスペースに限られ、

住宅地と反対側に配置していること、施

設に冷暖房を完備することにより窓を

開けずに利用できることから、人の声等

の騒音の軽減が図られていること、空調

機器等については、消音ルーバーを設置

し、騒音予測結果により基準値以下とし

ていることで、周囲の環境を害する恐れ

がない計画となっています。 

夜間照明については、住宅地側の北面

には窓を設けず、東面には最小限の面積

かつ設置面を外壁より奥まった位置に

窓を配置し、ブラインド等により照明の

光が外部に極力漏れない対策をしてお

り、周囲の住環境へ最大限配慮した計画

となっています。 

 利用者駐車場を南側に配置し、幅員12

ｍの南側道路からの出入りをメインと

した計画で、利用規模に応じた駐車場を

配置しており、安全で円滑な交通の確保

ができています。 

 植栽については、ヤマザクラ等を計画

し、憩いの場となるよう配慮されていま

す。 

7-④交通量が多くなると、騒音や排気ガス、交通事故の

増加が懸念される。 

 他の町営体育館等の状況から判断すると、一般利用の最大で 20 人～30 人程度の利用を想定しており、交

通量が過大に多くなるとは想定していません。 

6-②防音対策を徹底してほしい。 建物内からの騒音は、空調設備を設け、窓を少なくするなどにより抑えられると考えています。 

空調機器からの騒音は「県民の健康で快適な生活を確保するための環境の保全に関する条例」の基準値

内に抑えるよう、シミュレーションにより検討した計画となっています。 

なお、壁の反射音による騒音等については、建物の建設が進み、壁などができた段階で検証を進めたいと

考えています。 

2-⑤若い人の溌溂とした声は、非常に活気があって良い

と思うので、個人的には防音対策は不要。 

 生徒の部活動等に対する肯定的な意見をいただきましたが、これまで様々なご意見をいただいているこ

とから、防音対策を行う計画としておりますのでご理解いただけるよう説明しています。 

2-②日影ができて雪が溶けにくくなる。除雪などの面で

も悪影響。周辺の雪かきなどサポートを希望。 

状況により、道路管理者と協議しながら、除雪、融雪剤散布等の検討を進めていきます。 

5-⑥除雪など建設により生じる問題を検討し、サポート

をしてもらうと良いと思う。 

建設により生じる問題を検討し、対応についての検討を進めていきます。 

4-②除雪が心配。建物が建設されると日照がどうなるか

詳しく説明してほしい。 

 日照については前項で説明したとおりですが、除雪については、状況により、道路管理者と協議しなが

ら、除雪、融雪剤散布等の検討を進めていきます。 

7-②お年寄りにやさしい環境とするため、敷地に桜を植

え、憩いの場としてほしい。 

敷地内にはヤマザクラ、シラカシを植える計画としています。 
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４ 防犯 3-③マイクロバス昇降時の騒音のトラブル防止のため、

マイクロバス昇降場所や建物東側面に防犯カメラを設置

してはどうか 

 現在、建物内部に５箇所の防犯カメラを設置予定ですが、マイクロバス昇降場所や建物東側面への設置

についても検討していきます。 

許可に際して支障がないものと考えま

す。 

【補足】 

防犯面に配慮した計画をしています。 3-④夜間照明が周辺に漏れない計画とのことだが、防犯

面から明るさが必要。一般的な大きさの窓を希望。 

 防音対策を優先したいことから、極力窓を少なくする計画としています。敷地内の街灯は防犯対策の意

味からも 7 箇所設置する計画ですが、光害とならないよう、この街灯の消灯時間等を検討していくことを

説明しています。 

7-⑤地盤が道路より低く、死角となり、迷惑行為（バイ

ク、花火、たばこ）が発生している。

 現在、建物内部に５箇所の防犯カメラを設置予定ですが、マイクロバス昇降場所や建物東側面への設置

についても検討していきます。 

５ 手続

き・

運用 

1-③計画への意見の反映結果と反映されなかった理由を

示してほしい。 

説明会等にいただいたさまざまな意見に対しては、「公開による意見の聴取」後の説明会により説明した

内容となります。 

許可に際して支障がないものと考えま

す。 

【補足】 

進め方において、課題があったこと

は、情報共有を図ることで、また、今後

の運用や施工中の計画については、詳細

を検討していく際に、関係者との協議で

解決が図れるものと考えます。 

3-①所管が違うかもしれないが、どこで問合せても分か

るよう、行政でお互いに情報共有をしてほしい。 

情報共有に努めます。 

5-③前回の工事説明から変更前後が分かる図面や、意見

についてまとめたものを提供してほしい。 

説明会等にいただいたさまざまな意見に対しては、「公開による意見の聴取」後の説明会により説明した

内容となります。 

5-④都市計画に基づく計画の場合、しっかりとした計画

に基づき、住民が納得できるような説明で、意見がまと

められたうえで進めてほしい。 

 ご意見は真摯に受け止めています。至らない点が多々ありましたが、当該事業の実施についてご理解い

ただけるよう説明しています。 

6-①町民が使用しない曜日を教えてほしい。 週 1回の休館日、年末年始休暇等カレンダーに準じると想定していますが、検討を進めていきます。 

9-①工事中の工事車両などは、できるだけ小さくしてほ

しい。 

 工事施工者が決まり次第、工事着手前に住民説明会を予定しており、工事中の状況などの説明を行う予

定です。 
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緑点線 ・・・令和５年８月23日　住民説明会時

・・・令和６年４月３日　許可申請時青点線

・・・令和６年６月14日　見直し時黒実線
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